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る⽅法や、森林資源調査によってヘクタールあたりの森林資源量を測定する⽅法、さらに

森林資源調査の結果からバイオマス量を計算し、最終的に炭素量に変換する⽅法等につい

て講義を⾏いました。このように研修では内容が多岐にわたり、朝から⼣⽅までʻのみっち

りとした講義となりましたが、研修⽣からは活発な質問があり、内容の濃い 2 ⽇間となり

ました。 

 

 研修の最後に、今回の研修の成果を確認し、次回の MRV 研修に向けた改善を図るため、

研修⽣の理解度を測る⼩テストと、アンケートによる要望調査を実施しました。⼩テスト

の結果は平均約 65.2 点でした。⼩テストはやや難しめの内容であったため、結果は妥当と

判断できましたが、⼀⽅で、次回の研修ではもっと点数が上がるよう、研修内容に改善を

加えていく必要があります。また、アンケートからは、判りやすく、とても効果的な研修

であったという意⾒がある⼀⽅、内容が多く複雑であるため、もっと⻑く研修期間をとっ

てほしいという意⾒や、せっかく学んでも業務と直接関連しないと忘れてしまうため、繰

り返し研修を⾏って欲しい等の要望がありました。 

 

 MRV 研修はプロジェクト中、年に 1 回開催します。今回の反省から、次回はもう少し研

修期間を延ばし余裕のあるプログラムにすること、また、例えば講義形式だけでなく、グ

ループワークも含め研修⽣が主体となるようなプログラムを組むことで、より研修⽣の理

解が定着するような研修を計画する予定です。また、今年度は⽇本⼈専⾨家が半分以上の

講義を担当しましたが、今後は現在⼀緒にプロジェクトを実施しているケニア側のカウン

ターパートに講義を担当してもらい、ケニア国の中で⼈材育成ができる体制の構築も⽬指

していきます。 

 

 プロジェクト終了後の活動の持続性を担保するには、プロジェクト活動を理解し、継続

していくことのできる⼈材を育てることが必須です。現在ケニア側とプロジェクトが⼀緒

に取り組んでいる活動を、将来はケニア単独で実施していくことができるよう、今後もケ

ニア側の主体性を尊重しながら、⼈材育成に⼒をいれた活動を進めていく予定です。 

 

 

研修の様⼦ 研修⽣との集合写真


